
プログラム 
13:00～13:05	   　開会挨拶	  

13:05～13:20	   　Japan Academia 概要説明	

　　13:20～13:40	   　先行事例ゲストスピーチ 
　　　（（一社）　Japan Innovation Network　／　専務理事 西口 尚宏 氏）	

13:40～14:50	  

	  
　パネルディスカッション	

　　【テーマ】「日本企業のグローバル化における親日・知日人材が果たす役割と可能性」(予定)	
　＜パネラー＞	

　　・インドネシア、ベトナム、ミャンマーより親日･知日人材である企業家各１名	

　　・グローバル･コンパクト･ネットワーク･ジャパン会員企業　明日をツクル分科会幹事	
　　　三菱東京UFJリサーチ&コンサルティング(株)　経営企画部　新事業創造　／　小柴 巌和（みちかず）氏	

　＜モデレーター＞	
　　・（一社）日本国際化推進協会　／　大村 貴康	

 
14:50～15:00	   　Japan Academia 東京総会まとめ	

イベント詳細：Facebook Page “NIN2” 

Nippon	  Business	  Networking	  Based	  on	  New	  Idea	  2016	  
Japan Academia総会 

【運営事務局】一般社団法人日本国際化推進協会(JAPI)内 
　　　　　　　NIN2事務局　担当　田村 
【お問い合わせ】tamura@japi.or.jp 

西口 尚宏　（ゲストスピーカー）　	  
一般社団法人Japan	  Innova0on	  Network専務理事、テンプホールディングス株式会社社外取締役	
上智大学経済学部卒、ノースウェスタン大学ケロッグ経営大学院卒(MBA)。日本長期信用銀行、世界銀行グループ人事局(ワシントンＤＣ)、
マーサー社のグローバルM&Aコンサルティングのアジア太平洋地域代表（ワールドワイドパートナー）、産業革新機構 執行役員等を経て、
現職。2010年に、経済産業省フロンティア人材研究会の立ち上げと運営に主体的に関与し、その提言内容の実行を行う一般社団法人

Japan	  Innova0on	  Networkを発起人の一人として2013年7月に設立。2016年、国連開発計画(UNDP)と共同で「持続可能な開発目標(SDGs)」
の達成を日本発のビジネスで目指すオープンイ ノベーション・プラットフォーム「SDGs	  Holis0c	  Innova0on	  PlaIorm	  (SHIP)」設立。	  

          Mr.	  Dinh	  Thanh	  Hung　（ベトナム）	  
	  	  	  	  	  	  	  	  	  
	  　2011年に来日し、日本語学校を経て千葉大学に入学。その
後、日越親友会(JVC)を創立し、母国にてハノイ日本語書籍図
書館を設立。さらに、Ub9株式会社を立ち上げ、現在は日本と
ベトナムを繋ぐ、新型日本留学プロジェクトを行う。 

Ms.	  Nay	  Chi	  Htoo	  Naing　（ミャンマー）	  
	  
　ホテル経営を学び、ドバイのグランドハイアットにチームマネー

ジャーとして勤務。世界中から集まった同僚が皆、愛国心を持ってい
たことに感化され、ミャンマー人がミャンマーに誇りを持てるようにした
いと考え、帰国後Center for Social Harmony を立ち上げて教育、啓
蒙活動を行う。またTravel Lover Tours and Events Planning 社の代

表として、旅行エージェント業も行う。	

■□■　開催概要　■□■	
	

【日時】 ２０１７年２月７日(火)　　　1３：００～1５：００ 　	
【会場】 大手町ファーストスクエアカンファレンス 	
　　　　　　　東京都千代田区大手町 1-5-1 ファーストスクエア イーストタワー2F　(JR東京駅より徒歩4分、地下鉄大手町駅直結) 	

【参加費】　無料　　参加申し込みURL：https://goo.gl/forms/Glh6LhwX2bE3vzV53	

Mr.	  Ricky	  Elson　（インドネシア）	  
	  	  	  	  	  	  	  	  	  	  
　日本に留学し、職業能力開発総合大学校で学ぶ。卒業後は、
日本電産にてエンジニアとして14年間勤務。その後、帰国し
2013年にLentera Angin Nusantara社を創業。風力発電、太陽光発
電などエネルギーインフラの整備を進める。また、インドネシ
ア国内にて電気自動車開発の第一人者として知られている。 

～　海外からの参加パネラー　～	  

NIN2コミュニティイベント【第１部】	


